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NO 資格名称 NO 資格名称
1 技術士 26 庭園デザイナー
2 シビルコンサルティングマネージャ（ＲＣＣＭ） 27 ガーデンコーディネーター
3 登録ランドスケープアーキテクト
(ＲＬＡ) 28 グリーンアドバイザー
4 屋上緑化コーディネ－ター 29 園芸福祉士
5 インテリアプランナー 30 公園施設製品安全管理士
6 福祉住環境コーディネーター 31 公園施設製品整備技士
7 林業技士 32 公園管理運営士
8 造園施工管理技士 33 ＣＰＰ・ＣＩＰＰ
9 造園技能士 34 レクリエーション・コーディネーター

10 登録造園基幹技能者 35 イベント業務管理士
11 庭園管理士 36 サービス接遇検定
12 園芸装飾技能士 37 サービス介助士
13 のり面施工管理技術者 38 生物分類技能検定
14 運動施設施工技士 39 植生管理士
15 登録運動施設基幹技能者 40 ビオトープ管理士
16 樹木医 41 ビオトープアドバイザー
17 松保護士 42 環境再生医
18 街路樹剪定士 43 自然再生士
19 街路樹診断士 44 環境技術指導者
20 芝草管理技術者 45 グリーンセイバー資格検定
21 植栽基盤診断士 46 森林インストラクター
22 農薬管理指導士 47 プロジェクト・ワイルド
23 優秀技能者・卓越技能者(名人) 48 自然観察指導員
24 環境緑化樹木識別検定 49 里山自然環境整備士
25 エクステリアプランナー 50 バイオマス活用アドバイザー

75.1％（243/322）

322の地方公共団体（都道府県47、人口10万人以上の都市
268、人口50万人以上の特別区7）の公園担当職員

調査対象

質問内容

回答数

資格活用の有無、活用した資格名と活用方法、活用のメリット、
活用しなかった理由　など

ある, 57%(139) ない, 36%(88)

わからない, 
5%(12)

無回答, 2%(4)

民間資格（国家資格等を含む）を活用の有無（選択）N=243
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公園施設製品安全管理士

公園施設製品整備技士

樹木医

ｼﾋﾞﾙｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾏﾈｰｼﾞｬｰ（RCCM）

造園施工管理技士

技術士

公園管理運営士

登録ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟｱｰｷﾃｸﾄ（RLA）
造園技能士

街路樹剪定士

活用した資格※ （表-1について選択）

必要性を感じな
かった, 55%(48)

理由は特にな
い, 33%（29）

その他, 
11%(10)

無回答, 2%(2)

活用しなかった理由（選択）N=87

活用のメリット（自由記述）

公園施設の安全性や品質の確保、公共サービスの質の向上、地域住民への
理解醸成　　など

都市公園の整備・管理における 
民間資格制度等の活用状況調査  
防災・メンテナンス基盤研究センター 緑化生態研究室 
室長 栗原 正夫 研究官 荒金 恵太 

（キーワード）  都市公園、民間資格制度 

 

１．はじめに 

多くの地方公共団体においては、財政制約の深刻

化や行政改革等により職員の数が減少している。都

市公園の整備・管理においても、専門的な知見・技

術を有する行政職員の不足・不在が目立っており、

小規模な地方公共団体ほど深刻な問題になっている。 

このため、行政職員による整備・管理を原則とし

つつも、各地方公共団体の状況等に応じて、専門的

な知見・技術を有する者による行政のサポート体制

の構築を推進していく必要がある。 

本研究は、都市公園の整備・管理において民間資

格等を活用する際に参考となる技術資料を作成する

ことを目的として、資格の活用状況やその効果等に

ついて調査を行った。 

 

２．調査の概要 

都市公園の整備・管理に係る民間資格等（表-1）

について、ホームページの閲覧や主催団体への問合

せにより入手可能な資料を収集し、各制度に関する

情報（求める技術の内容や水準、入札参加資格等と

しての活用実績等）を整理した。 

また、都市公園の整備・管理における表-1に掲げ

られた資格の活用状況やその効果等について、地方

公共団体を対象としたアンケート調査（表-2）を実

施し、図-1のような結果を確認した。 

 

３．今後の予定  

２．で実施した調査結果をもとに、民間資格等活

用による効果や業務発注手順等について整理を行い、

地方公共団体が都市公園の整備・管理において民間

資格等を活用する際に参考となる技術資料として、

「新たな公園マネジメント手法に関する解説資料

（仮称）」をとりまとめることを予定している。 
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表-1 調査対象とした資格一覧 
 

表-2 アンケート調査の概要 
 

図-1 アンケート調査の結果概要 
 

※ 多い順に主要なものを掲載 

 

研究動向・成果 
 

 

先端機器・技術を用いた 
鳥類調査手法の開発 
 

防災・メンテナンス基盤研究センター 緑化生態研究室 

       研究官   上野 裕介 室長 栗原 正夫 

（キーワード）  鳥類調査、モニタリング、環境保全技術、音声解析  

 

１．はじめに 

近年、動物調査の分野において、様々な先端機器

や技術を用いた調査手法が考案されている。国総研

では、各種の公共事業における効果的な環境保全措

置と、野生動物の効率的・効果的なモニタリング手

法の確立を目指しており、これら新技術を活用した

調査手法についても研究を行っている。 

２．先端機器・技術を用いた鳥類調査  

 ここでは、鳥類の調査手法の開発状況について紹

介する。従来型の鳥類（特に猛禽類）の調査では、

経験豊富な調査員が現地調査を行い、対象種を発見

し、双眼鏡などで行動を観察してきた。一方、これ

らの調査には、多くの人員と期間を必要とすること

に加え、地形や植生によっては調査が困難な状況も

あった。そこで現在、赤外線サーモカメラ（2機種：

一般用、動物調査用）、船舶レーダー、小型GPS内蔵

の位置追跡装置による、猛禽類の発見と追跡調査の

有効性について検証を行っている。また、ICレコー

ダーを用いて鳴き声を録音し、対象種の生息有無や

繁殖行動を、音声解析技術によって自動的に検出す

るためのプログラムの開発も行っている。 

３．今後の展開 

これらの成果については、各事業現場において活

用可能な手引き資料（国総研資料）としてとりまと

め、2016年春に国総研HPでの公開を予定している。 

 

☞詳細情報はこちら 

1) 緑化生態研究室HP http://www.nilim.go.jp/lab/ddg/  
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図2 オオタカ音声の周波数の特徴。色つきの線
は、サンプル（1回の鳴き声）ごとの音声の波形
を、黒い太線は、それらを平均した値を示す。こ
れら音声の波形や特徴量の違いから、統計解析に
基づく自動判別プログラムの開発を進めている。 

図1 木の枝に止まるオオタカを撮影した結果。
上から順に、赤外線サーモカメラ(一般用)、赤外
線サーモカメラ（動物調査用）、ビデオカメラの
映像。オオタカまでの距離は、約50ｍある。 

4.
仕
事
の
進
め
方
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

研究動向・成果

- 153 -- 153 -

419

先端機器 ・ 技術を用いた
鳥類調査手法の開発

防災・メンテナンス基盤研究センター　緑化生態研究室　
研究官

（博士（水産科学））
　上野　裕介　室長　栗原　正夫

（キーワード）　　鳥類調査、モニタリング、環境保全技術、音声解析




